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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基材シートの表面に単一層または複数層からなる機能層を備え、前記機能層の最外表面
を構成する層が、フェノール性水酸基を有する非水溶性高分子からなる抗アレルゲン剤と
、平均粒径３μｍ以上１０μｍ以下のシリカ微粒子と、平均粒径３μｍ以上１５μｍ以下
の樹脂ビーズおよび平均粒径３μｍ以上１５μｍ以下のガラスビーズのうち少なくとも一
方のビーズとを含有する硬化性樹脂組成物の硬化物塗膜で厚さ５μｍ以上１５μｍ以下で
あり、前記抗アレルゲン剤の含有量が、前記シリカ微粒子と前記ビーズの合計量に対して
質量比で０．２以上３．０以下であることを特徴とする化粧シート。
【請求項２】
　前記硬化性樹脂組成物は、活性エネルギー線硬化型樹脂組成物であることを特徴とする
請求項１に記載の化粧シート。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、化粧シートに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、我が国では３人に１人がアトピー性皮膚炎、気管支喘息、アレルギー性鼻炎等の
アレルギー疾患を患っていると言われている。アレルギー疾患の原因としては、ダニ、花
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粉、カビ、ペットの毛等が挙げられる。
【０００３】
　特に、室内から検出されるダニの７０％以上を占めるチリダニのアレルゲン（以下「ダ
ニアレルゲン」という。）が問題となっている。このチリダニは、虫体、死骸、抜け殻、
フン等の全てがアレルゲンになると言われている。中でもフン由来のダニアレルゲンはア
レルゲン活性が高く、しかも粒子が非常に小さく舞い上がり易いため人体に接触すること
が多いことから、最も問題とされている。
【０００４】
　建築物の外装、内装、建具、家具、車両内装などの表面装飾に用いられる化粧シートに
おいても、日常接触する機会の多い部分であり、特に抗アレルゲン性が望まれる。
【０００５】
　化粧シートに効率よく抗アレルゲン性を付与するには、化粧シートを構成する基材シー
ト表面に積層される表面保護層に抗アレルゲン剤を添加する方法が考えられる。抗アレル
ゲン剤としては、塗料に相溶し、長期に安定して抗アレルゲン性を発現することができる
非水溶性の高分子材料が適している。この抗アレルゲン剤は、一般的にフェノール性ＯＨ
基を有しており、平衡吸水率が約６～１５％にも達する。そのため、室内に存在するアレ
ルゲンに対して、十分な抗アレルゲン効果を得るために必要量の抗アレルゲン剤を表面保
護層に添加した場合、化粧シート製造時のシート巻取り工程にて、ブロッキングを起こす
問題が生じた。
【０００６】
　化粧シートのブロッキング対処方法としては、化粧シート基材裏面に体質顔料として、
シリカと沈降性の硫酸バリウム、またはシリカと炭酸カルシウムを含有した塗膜層を塗工
する方法（特許文献１）が報告されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開平１１－２９１４１７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、特許文献１記載の方法は、ブロッキングは防止できるが、アレルゲンの
体質顔料への可逆的な吸着が起こるため、抗アレルゲン性の発現が不安定となる問題が生
じた。また、耐傷性に関しても不十分であり、粒径などの制御が必要であった。
　本発明は、以上の通りの事情に鑑みてなされたものであり、耐ブロッキング性、耐傷性
を有し、抗アレルゲン性を効率良く発現させることができる化粧シートを提供することを
課題としている。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記の課題を解決するために、本発明の化粧シートは、基材シートの表面に単一層また
は複数層からなる機能層を備え、機能層の最外表面を構成する層が、フェノール性水酸基
を有する非水溶性高分子からなる抗アレルゲン剤と、平均粒径３μｍ以上１０μｍ以下の
シリカ微粒子と、平均粒径３μｍ以上１５μｍ以下の樹脂ビーズおよび平均粒径３μｍ以
上１５μｍ以下のガラスビーズのうち少なくとも一方のビーズとを含有する硬化性樹脂組
成物の硬化物塗膜で厚さ５μｍ以上１５μｍ以下であり、抗アレルゲン剤の含有量が、シ
リカ微粒子とビーズの合計量に対して質量比で０．２以上３．０以下であることを特徴と
する。
【００１０】
　この化粧シートにおいて、硬化性樹脂組成物は、活性エネルギー線硬化型樹脂組成物で
あることが好ましい。
【発明の効果】
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【００１１】
　本発明においては、所定の平均粒径を有するシリカ微粒子およびビーズと特定の抗アレ
ルゲン剤とが所定の質量比率で組み合わせられ、塗膜が所定の厚さを有するので、耐ブロ
ッキング性と耐傷性が向上し、抗アレルゲン性が効率良く発現される。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の一例を示す化粧シートの断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明を詳細に説明する。
【００１４】
　本発明の化粧シートは、基材シートの表面に単一層または複数層からなる機能層を備え
ており、機能層の最外表面を構成する層は、硬化性樹脂組成物を塗布、硬化して形成され
た厚さ５μｍ以上１５μｍ以下の硬化物塗膜である。そして、硬化性樹脂組成物は、フェ
ノール性水酸基を有する非水溶性高分子からなる抗アレルゲン剤と、平均粒径３μｍ以上
１０μｍ以下のシリカ微粒子とを含有する。さらに、平均粒径３μｍ以上１５μｍ以下の
樹脂ビーズおよび平均粒径３μｍ以上１５μｍ以下のガラスビーズのうち少なくとも一方
のビーズをも含有する。
　抗アレルゲン剤の含有量は、シリカ微粒子とビーズの合計量に対して質量比で０．２以
上３．０以下である。
【００１５】
　化粧シートに用いられる基材シートとしては、環境問題の観点から、分子中に塩素原子
などのハロゲン原子を含まない各種の熱可塑性樹脂からなるシートが用いられることが好
ましい。特に、柔軟性、耐候性等を有するオレフィン系樹脂からなるシートが用いられる
ことが好ましい。
【００１６】
　オレフィン系樹脂は、具体的には、ポリエチレン（低密度、中密度又は高密度）、ポリ
プロピレン（アイソタクチック型、シンジオタクチック型、又はこれらの混合型）、ポリ
メチルペンテン、ポリブテン、エチレン－プロピレン共重合体、エチレン－酢酸ビニル共
重合体、プロピレン－ブテン共重合体、エチレン－アクリル酸エチル共重合体、エチレン
ープロピレンーブテン共重合体、アイオノマー等の高結晶質の非エラストマーポリオレフ
ィン系樹脂、あるいは下記に記載した各種のオレフィン系熱可塑性エラストマーが挙げら
れる。
【００１７】
　オレフィン系熱可塑性エラストマーは、主原料がハードセグメントである高密度ポリエ
チレンまたはポリプロピレンのいずれかからなり、これにソフトセグメントとしてのエラ
ストマー、必要に応じて充填剤を添加してなるものが挙げられる。高密度ポリエチレンと
しては、好ましくは、比重０．９４～０．９６のポリエチレンであり、低圧法で得られる
結晶化度が高く分子に枝分かれ構造の少ない高分子である高密度ポリエチレンが用いられ
る。ポリプロピレンとしては、好ましくは、アイソタクチック型ポリプロピレンが用いら
れる。
【００１８】
　基材シートは、カレンダー成形、熔融押し出し成形等の常用の方法により、厚さ５０μ
ｍ～２００μｍ程度に製膜して得られる。
【００１９】
　基材シートを構成する熱可塑性樹脂には、必要に応じて、充填剤、発泡剤、難燃剤、滑
剤、酸化防止剤、紫外線吸収剤、光安定剤等の各種の添加剤が添加される。
【００２０】
　紫外線吸収剤としては、ベンゾフェノン系、ベンゾトリアゾール系、アクリレート系、
サリシレート系、オキザニリド系の有機系紫外線吸収剤、微粒子状の酸化チタン、酸化亜
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鉛、酸化セリウム等の無機系紫外線吸収剤が挙げられる。これらは１種単独で用いてもよ
く、２種以上を併用してもよい。
【００２１】
　これらの紫外線吸収剤を適用する割合は、添加する対象の層の樹脂分に対し、好ましく
は、０．１～２質量％の範囲である。０．１質量％以上とすることで添加効果が向上する
ので好ましい。２質量％以下とすることで、効果の更なる向上が見られ、特に有機系紫外
線吸収剤の場合、経時的に、あるいは熱加工時に表面にブリード（滲出）し難くなるので
好ましい。
【００２２】
　光安定剤としては、例えば、ヒンダードアミン系の光安定剤が用いられる。光安定剤を
添加する割合は、添加する対象の層の樹脂分に対し、好ましくは、０．１～２質量％の範
囲である。０．１質量％以上とすることで添加効果が向上するので好ましい。また、２質
量％以下とすることで、効果の向上が見られるので好ましい。
【００２３】
　なお、紫外線吸収剤と光安定剤は、それぞれを単独で使用した場合でも効果はあるが、
併用した方が、相乗的に効果が向上するため、併用することが望ましい。また紫外線吸収
剤と光安定剤は、単に混合しただけでは使用中のブリードが避けがたいために、上記のヒ
ンダードアミン系の光安定剤に代えて、下記の化合物を使用して、ブリードを防止するこ
とが望ましい。ヒンダードアミン系の光安定剤に代わる化合物としては、４－（メタ）ア
クリロイルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン、４－（メタ）アクリロイ
ルオキシ－１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジン、４－（メタ）アクリロイルオ
キシ－１－プロピル－２，２，６，６－テトラメチルビペリジン、または４－（メタ）ア
クリロイルオキシ－１－ブチル２，２，２，６，６－テトラメチルピペリジン等の（メタ
）アクリロイルオキシ基を持つ化合物、もしくは４－クロトノイルオキシ－２，２，６．
８－テトラメチルピペリジン、または４－クロトノイルオキシ－１－プロピル－２，２，
６，６－テトラメチルピペリジン等のクロトノイルオキシ基を持つ化合物をグラフト共重
合させた樹脂等が挙げられる。
【００２４】
　また、熱可塑性樹脂には、顔料等の着色剤が添加されていてもよい。これによって、基
材シートは不透明（隠蔽性）に形成される。
【００２５】
　基材シートを構成する熱可塑性樹脂としてオレフィン系樹脂を用いた場合には、基材シ
ートの表面にコロナ放電処理、プラズマ処理、オゾン処理等の易接着処理を施すことが好
ましい。この易接着処理は、この種の基材シートにおいて通常使用される方法を用いるこ
とができる。このような易接着処理を行うことによって、オレフィン系樹脂で構成される
基材シートの表面に、水酸基、カルボキシル基等の活性水素原子含有官能基を生成するこ
とができる。なお、基材シートを熔融押し出し法で製膜する場合には、基材シートの表面
に極性官能基がある程度生成されるので、極性官能基の生成が十分であれば、易接着処理
は省いてもよい。
【００２６】
　本発明においては、上記のとおり、機能層の最外表面を構成する層の形成に用いられる
硬化性樹脂組成物には、抗アレルゲン剤、シリカ微粒子、樹脂ビーズおよびガラスビーズ
のうち少なくとも一方のビーズが配合されている。
【００２７】
　抗アレルゲン剤を構成するフェノール性水酸基を有する非水溶性高分子は、そのフェノ
ール性水酸基によりアレルゲン物質を吸着捕捉し、そのエネルギー活性を不活化（抑制）
する。また、非水溶性高分子であるため、水の存在下や高湿度条件におけるブリードや溶
け出しを防止できる。
【００２８】
　フェノール性水酸基を有する非水溶性高分子は、一価のフェノール性水酸基を有する単
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量体を重合または共重合させたものである。例えば、ポリ（３，４，５－ヒドロキシ安息
香酸ビニル）、ポリ（４－ビニルフェノール）等のポリビニルフェノール、ポリチロシン
、ポリ（１－ビニル－５－ヒドロキシナフタレン）、ポリ（１－ビニル－６－ヒドロキシ
ナフタレン）、ポリ（１－ビニル－５－ヒドロキシアントラセン）等が挙げられる。これ
らは１種単独で用いてもよく、２種以上を併用してもよい。中でも、ポリビニルフェノー
ルは、モノフェノールであるため着色レベルが低く、素地の外観を損ねることがなく、加
工性が高く、市販品として容易に入手できる点から好ましく用いられる。
【００２９】
　抗アレルゲン剤の含有量は、硬化性樹脂組成物の全量に対して好ましくは、３質量％以
上１５質量％以下である。３質量％以上とすることで、十分な抗アレルゲン性を発現する
ことができるので好ましい。１５質量％以下とすることで、耐ブロッキング性を確保する
ことができるので好ましい。
【００３０】
　硬化性樹脂組成物に配合されるシリカ微粒子は、レーザー回折・散乱法によって測定し
た平均粒径が３μｍ以上１０μｍ以下のものである。また、硬化性樹脂組成物に配合され
るビーズは、レーザー回折・散乱法によって測定した平均粒径が３μｍ以上１５μｍ以下
のものである。このような平均粒径を有するシリカ微粒子とビーズを抗アレルゲン剤に組
み合わせて配合することで、耐ブロッキング性と耐傷性が効果的に確保されるだけではな
く、抗アレルゲン性能が向上する。抗アレルゲン性能が向上する理由は、定かではないが
、シリカ微粒子とビーズを組み合わせることで、抗アレルゲン剤の分散性が向上し、抗ア
レルゲン剤の性能の効率化に寄与していると考えられる。なお、シリカ微粒子およびビー
ズのうちどちらか一方だけを用いて抗アレルゲン剤に組み合わせても、抗アレルゲン性能
、耐ブロッキング性と耐傷性をすべて満足させることができない。
【００３１】
　シリカ微粒子は、硬化性樹脂組成物の抗アレルゲン性能を低下させずに、主に耐ブロッ
キング性を付与する目的で配合される。
【００３２】
　このようなシリカ微粒子は、レーザー回折・散乱法によって測定した平均粒径が３μｍ
以上１０μｍ以下のものが使用されるが、好ましくは、平均粒径４μｍ以上８μｍ以下の
ものが使用される。平均粒径が３μｍ以上１０μｍ以下の範囲内であると、抗アレルゲン
性能を低下させずに、耐ブロッキング性を付与することができる。平均粒径が３μｍより
小さい場合は、十分な抗アレルゲン性能と耐ブロッキング性能を発現することができない
。また、平均粒径が１０μｍより大きい場合は、アレルゲンのシリカ微粒子への可逆的な
吸着が大きくなり、安定した抗アレルゲン性能が発現しない。また、耐傷性も著しく低下
する。
【００３３】
　樹脂ビーズ（樹脂を材質とするビーズ）は、例えば、従来知られている方法、すなわち
ホモポリマーを重合して製造する方法や、高分子量ポリマーを分解して製造する方法等に
より得ることができる。例えば、ウレタン樹脂系、アクリル樹脂系、ポリスチレン樹脂系
、およびシリコン樹脂系の樹脂ビーズ等が挙げられる。これらは１種単独で用いてもよく
、２種以上を併用してもよい。中でも、安価で耐汚染性が高いアクリル樹脂系の樹脂ビー
ズや、感触を重視する用途の場合には触感が優れるウレタン樹脂系の樹脂ビーズが好まし
い。
【００３４】
　ガラスビーズ（ガラスを材質とするビーズ）は、内部が均質で透明度が高く、真球に近
くしかも表面が平滑な球状粒子が好適である。具体例としては、プリズマライト社製ミク
ロスフィアＰ２０１１ＳＬ（平均粒径５μｍ）、プリズマライト社製ミクロスフィアＰ２
０１５ＳＬ（平均粒径９μｍ）、ポッターズ社製ＥＭＢ－１０（平均粒径５μｍ）、ポッ
ターズ社製ＥＭＢ－２０（平均粒径１０μｍ）等が挙げられる。
【００３５】
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　このような樹脂ビーズおよびガラスビーズは、レーザー回折・散乱法によって測定した
平均粒径が３μｍ以上１５μｍ以下のものが使用されるが、好ましくは、平均粒径４μｍ
以上８μｍ以下のものが使用される。平均粒径が３μｍより小さい場合は、ビーズが塗膜
中に埋没するため、耐ブロッキング性や耐傷性に寄与しない。また、平均粒径が１５μｍ
より大きい場合は、耐ブロッキング性を確保することはできるが、ビーズの欠けが生じる
など耐傷性が発現しにくい。
【００３６】
　なお、シリカ微粒子やビーズは、平均粒径が上記した範囲内であれば、異なる平均粒径
を持つものを組み合わせて用いてもよい。ビーズの平均粒径がシリカ微粒子の平均粒径と
比較して小さいと、抗アレルゲン性能がより向上する傾向にある。逆に、ビーズの平均粒
径がシリカ微粒子の平均粒径と比較して大きいと、耐ブロッキング性と耐傷性がより向上
する傾向にある。このため、ビーズの平均粒径が、シリカ微粒子の平均粒径に対して大き
なものと小さなものを組み合わせて用いることが好ましい。
【００３７】
　本発明においては、上記のとおり、抗アレルゲン剤の含有量は、シリカ微粒子とビーズ
の合計量に対して質量比で０．２以上３．０以下としている。樹脂ビーズとガラスビーズ
の両方を含む場合は、シリカ微粒子と樹脂ビーズとガラスビーズの合計量に対して、抗ア
レルゲン剤の含有量を、質量比で０．２以上３．０以下としている。抗アレルゲン剤の含
有量がこの質量比よりも小さいと体質顔料へのアレルゲンの可逆的吸着が起こり、抗アレ
ルゲン性能の発現が不安定になる。また、抗アレルゲン剤の含有量がこの質量比より大き
いと耐ブロッキング性と耐傷性を十分に確保することができない。
【００３８】
　機能層の最外表面を構成する層は、硬化性樹脂組成物を架橋により硬化させて厚さ５μ
ｍ以上１５μｍ以下の塗膜で形成される。塗膜厚さは、好ましくは、７μｍ以上１４μｍ
以下である。塗膜厚さが５μｍ以上１５μｍ以下であることにより、特に耐ブロッキング
性と耐傷性が向上する。塗膜厚さが５μｍ未満では、抗アレルゲン剤、シリカ微粒子およ
びビーズを効率よく分散させることができず、また、安定に塗布することが困難となり、
抗アレルゲン性能、耐ブロッキング性、耐傷性が低下する。塗膜厚さが１５μｍを超える
場合には、塗膜割れを起こすなど耐ブロッキング性、耐傷性が低下する。
【００３９】
　硬化性樹脂組成物としては、例えば、硬化性樹脂として活性エネルギー線硬化型樹脂、
熱硬化型樹脂等を用いたものが挙げられる。
【００４０】
　活性エネルギー線硬化型樹脂としては、例えば、紫外線硬化型樹脂、電子線硬化型樹脂
等が挙げられる。
【００４１】
　熱硬化型樹脂としては、例えば、ポリエステル樹脂、ウレタン樹脂、メラミン樹脂、エ
ポキシ樹脂、シリコーン樹脂等が挙げられる。
【００４２】
　本発明では、短時間で容易に耐久性を有する緻密な硬化物塗膜が得られるので、活性エ
ネルギー線硬化型樹脂が好ましく用いられる。
【００４３】
　以下、活性エネルギー線硬化型樹脂を用いた硬化性樹脂組成物について説明する。この
硬化性樹脂組成物は、上記した抗アレルゲン剤、シリカ微粒子、およびビーズとともに、
活性エネルギー線硬化型樹脂として反応性オリゴマーおよび反応性モノマーから選ばれる
少なくとも１種を含有する。
【００４４】
　上記の反応性オリゴマーは、これを硬化性樹脂組成物に配合することで、耐汚染性や耐
擦傷性等の塗膜強度を向上させることができる。反応性オリゴマーは、好ましくは１分子
中に２個以上のアクリロイル基またはメタクリロイル基を有する光硬化性（メタ）アクリ
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レートモノマーを重合して得られる樹脂である。反応性オリゴマーとしては、例えば、ウ
レタン（メタ）アクリレート、ポリエステル（メタ）アクリレート、ポリエーテル（メタ
）アクリレート、エポキシ（メタ）アクリレート、ポリブタジエン（メタ）アクリレート
、シリコーン（メタ）アクリレート、アクリル酸エステル共重合体の側鎖にアクリロイル
基またはメタクリロイル基を導入した共重合系（メタ）アクリレート等が挙げられる。ま
た、フッ素含有オレフィンから誘導されるユニット、重合性不飽和基含有シリコーンから
誘導されるユニット、または水酸基含有不飽和エーテルから誘導されるユニットを含有す
る共重合体であってもよい。
【００４５】
　上記の反応性オリゴマーは、１種単独で用いてもよく、２種以上を併用してもよい。好
ましくは、１分子中に３個以上のアクリロイル基を有するウレタンアクリレートまたはエ
ステル変性されたエポキシアクリレートが用いられる。
【００４６】
　反応性オリゴマーの分子量（Ｍｗ）は、好ましくは５００～４０００の範囲内である。
分子量（Ｍｗ）を５００以上とすることで、十分な塗膜強度とすることができるので好ま
しい。分子量（Ｍｗ）を４０００以下とすることで、硬化性樹脂組成物の粘度と、耐汚染
性と、抗アレルゲン性能との良好なバランスを得ることが容易となるので好ましい。
【００４７】
　反応性オリゴマーの配合量は、硬化性樹脂組成物全量に対して好ましくは１０～７０質
量％、より好ましくは２０～５０質量％である。配合量を１０質量％以上とすることで、
十分な塗膜強度とすることができるので好ましい。配合量を７０質量％以下とすることで
、塗膜が硬くなり過ぎず、脆くなりにくくなるので好ましい。
【００４８】
　上記の反応性モノマーは、反応性希釈剤や架橋剤として用いられる。反応性モノマーの
具体例としては、アクリル酸、メタアクリル酸、アクリロイルモルフォリン、Ｎ－ビニル
ホルムアミド、２－エチルヘキシルアクリレート、ラウリルアクリレート、イソボニルア
クリレート、３－メトキシジブチルアクリレート、エチルカルビトールアクリレート、メ
トキシトリプロピレングリコールアクリレート、フェノキシエチルアクリレート、フェノ
キシポリエチレングリコールアクリレート、２－エチルヘキシルアクリレート、１，４ブ
タンジオールジアクリレート、１，６－ヘキサンジオールジアクリレート、ネオペンチル
グリコールジアクリレート、ヒドロキシピバリン酸ネオペンチルグリコールアクリレート
、２－（２－エトキシエトキシ）エチルアクリレート、テトラヒドロフルフリルアクリレ
ート、２－フェノキシエチルアクリレート、ジエチレングリコールジアクリレート、テト
ラエチレングリコールジアクリレート、１，３－ブチレングリコールジアクリレート、ト
リプロピレングリコールジアクリレート、１，９－ノナンジオールジアクリレート、１，
１０－デカンジオールジアクリレート、トリシクロデカンジメタノールジアクリレート、
グリセリントリアクリレート、トリメチロールプロパントリアクリレート、ペンタエリス
リトールテトラアクリレート、ペンタエリスリトールトリアクリレート、ジトリメチロー
ルプロパンテトラアクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサアクリレート、ジペンタ
エリスリトールペンタ（ヘキサ）アクリレート、メトキシポリエチレングリコール＃４０
０アクリレート、イソシアヌル酸エチレンオキサイド変性ジアクリレート、トリス（アク
リロキシエチル）イソシアヌレート等が挙げられる。これらは１種単独で用いてもよく、
２種以上を併用してもよい。
【００４９】
　上記の反応性モノマーの中でも、１～３個の（メタ）アクリロイル基を有するＴｇ（ガ
ラス転移温度）１００℃以上のモノマーは、これを硬化性樹脂組成物に配合することで、
硬化性樹脂塗膜の耐汚染性、耐擦傷性、耐クラック性をともに向上させることができる。
このようなＴｇ１００℃以上のモノマーとしては、例えば、イソボニルアクリレート、２
－ヒドロキシ－３－フェノキシプロピルアクリレート、アクリロイルモルフォリン、トリ
シクロデカンジメチロールジ（メタ）アクリレート、イソシアヌル酸エチレンオキサイド
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変性ジアクリレート、トリス（アクリロキシエチル）イソシアヌレート等が挙げられる。
これらは１種単独で用いてもよく、２種以上を併用してもよい。
【００５０】
　また、上記の反応性モノマーの中でも、１～２個の（メタ）アクリロイル基を有する脂
肪族炭化水素系モノマーは、これを配合することで、抗アレルゲン性能を低下することな
く硬化性樹脂組成物を低粘度化することができる。
【００５１】
　抗アレルゲン剤は、通常、水素結合能力の高い官能基を持つため、カルボニル基やエー
テル基を有するポリマーとの間に相互作用が働く。しかし、アレルゲン物質を不活化する
活性点である水素結合能力の高い官能基とポリマーとの間に水素結合による相互作用が働
くと、十分な抗アレルゲン性能が発現しにくくなる場合がある。これに対して、抗アレル
ゲン剤を分散可能な脂肪族炭化水素系モノマーを用いることにより、抗アレルゲン性能を
低下することなく硬化性樹脂組成物を低粘度化することができる。
【００５２】
　脂肪族炭化水素系モノマーとしては、例えば、１，４－ブタンジオールジアクリレート
、１，６－ヘキサンジオールジアクリレート、ネオペンチルグリコールジアクリレート、
ヒドロキシピバリン酸ネオペンチルグリコールアクリレート、１，９－ノナンジオールジ
アクリレート、１，１０－デカンジオールジアクリレート、グリセリントリアクリレート
、トリメチロールプロパントリアクリレート、ペンタエリスリトールトリアクリレート等
が挙げられる。これらは１種単独で用いてもよく、２種以上を併用してもよい。
【００５３】
　反応性モノマーの配合量は、抗アレルゲン性能を低下することなく硬化性樹脂組成物の
低粘度化を実現するとともに、他の塗膜物性も確保する点からは、硬化性樹脂組成物全量
に対して好ましくは３～４５質量％、より好ましくは５～４０質量％である。
【００５４】
　硬化性樹脂組成物には、抗アレルゲン剤、シリカ微粒子、ビーズ、反応性オリゴマー、
および反応性モノマーに加えて、本発明の効果を損なわない範囲内において光重合開始剤
を配合することができる。
【００５５】
　光重合開始剤としては、水素引き抜き型あるいは分子内開裂型のものを用いることがで
きる。
【００５６】
　水素引き抜き型の光重合開始剤としては、例えば、ベンゾフェノン／アミン系、ミヒラ
ーケトン／ベンゾフェノン系、チオキサントン／アミン系の光重合開始剤等が挙げられる
。
【００５７】
　分子内開裂型の光重合開始剤としては、例えば、ベンゾイン型、アセトフェノン型、ベ
ンゾフェノン型、チオキサントン型、アシルフォスフィンオキサイド型の光重合開始剤等
が挙げられる。中でも、反応性が高いアセトフェノン型の２，２－ジメトキシー２－フェ
ニルアセトフェノン、１－ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケトン、２－ヒドロキシ２
－メチル－１－フェニルプロパン－１－オン、１－〔４－（２－ヒドロキシエトキシ）－
フェニル〕－２－ヒドロキシ－２－メチル－１－プロパン－１－オン、フェニルグリオキ
シリックアシッドメチルエステル、長波長まで吸収端が伸びているアシルフォスフィンオ
キサイド型のモノアシルフォスフィンオキサイド、ビスアシルフォスフィンオキサイドが
好ましい。
【００５８】
　光重合開始剤の配合量は、反応性を高め、かつ塗膜物性等も損なわないようにする点か
らは、硬化性樹脂組成物全量に対して好ましくは１～１０質量％、より好ましくは３～６
質量％である。
【００５９】
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　硬化性樹脂組成物には、本発明の効果を損なわない範囲内において、反応性オリゴマー
、反応性モノマー、および光重合開始剤以外の他の添加剤を配合することができる。この
ような添加剤としては、例えば、ワックス、抗菌剤、防黴剤、非反応性希釈剤、重合禁止
剤、艶消し材、消泡剤、沈降防止剤、レベリング剤、分散剤、熱安定剤、紫外線吸収剤が
挙げられる。
【００６０】
　機能層の最外表面を構成する層の形成は、硬化性樹脂組成物を適宜手段で塗工し、紫外
線もしくは電子線を照射して硬化させる。硬化性樹脂組成物には、粘度を調整するために
、樹脂の成分を溶解可能であり常圧における沸点が７０℃～１５０℃の溶剤を、硬化性樹
脂組成物中に３０質量％以下の範囲で用いることができる。溶剤の添加量が３０質量％以
下の範囲であれば、乾燥がスムーズであり、生産スピードの大きな低下がない。上記の溶
剤としては、塗料、インキ等に通常使用されるものが使用できる。具体例としては、トル
エン、キシレン等の芳香族炭化水素、アセトン、メチルエチルケトン、メチルイソブチル
ケトン、シクロヘキサノン等のケトン類、酢酸エチル、酢酸イソプロピル、酢酸ブチル、
酢酸アミルなどの酢酸エステル類、メチルアルコール、エチルアルコール、イソプロピル
アルコールなどのアルコール類、ジオキサン、テトラヒドロフラン、ジイソプロピルエー
テルなどのエーテル類およびこれらの２種以上の混合物が挙げられる。なかでも、ケトン
類、酢酸エステル類などの電子供与性の高い溶剤は、より溶解しやすく好適である。
【００６１】
　硬化性樹脂組成物の塗工は、グラビア（ロール）コート、グラビアリバース（ロール）
コート、グラビアオフセットコート、ロールコート、リバースロールコート、キスコート
、ディップコート、シルクスクリーンによるベタコート、ワイヤーバーコート、フローコ
ート、コンマコート、かけ流しコート、刷毛塗り、スプレーコート等を用いることができ
る。好ましいのはリバースロールコートである。
【００６２】
　また、機能層の最外表面を構成する層の形成は、転写コーティング法を用いてもよい。
これは、基材シートの表面に直接塗工せず、一旦、剥離性を有する薄いシート（フィルム
）基材等に硬化性樹脂組成物の塗膜を形成する。次いでこのシート基材を、塗膜を間に挟
んで基材シートの表面に積層してこれを被覆、紫外線照射・電子線照射により塗膜を架橋
硬化せしめ、しかる後にシート基材を剥離する方法である。なお、薄いシート基材に硬化
性樹脂組成物の塗膜を形成する手段は、上記の直接コーティング法と同じ各種のコーティ
ング手段を用いることができる。
【００６３】
　このようにして得られる本発明の化粧シートは、基材シートの表面に単一層または複数
層からなる機能層を備え、機能層の最外表面を構成する層は、硬化性樹脂組成物を塗布、
硬化して形成された塗膜である。機能層はこの塗膜の単一層であってもよいが、この塗膜
を含む複数層から機能層を構成することもできる。例えば、図１に一例を示すように、基
材シート１上に、ベタ層２と絵柄印刷層３からなるインキ絵柄層４、接着剤層５、透明樹
脂層６、透明なプライマー層７、そして最外表面を構成する層８として上記した硬化性樹
脂組成物の塗膜が順次積層され、これらが機能層１０を構成していてもよい。
【００６４】
　インキ絵柄層４として用いられるベタ層２は、隠蔽性を有しプライマーとしての特性も
持つ着色インキにて全面にベタ印刷して形成したものであり、ベタ印刷層であるとともに
基材シート１と透明樹脂層６との接着性を改良するためのプライマーとしての機能を有す
る。ベタ層２は、基材シート１表面の全面を覆うように全面ベタに形成しても、あるいは
部分的ベタに形成してもいずれでもよい。ベタ層２の厚みは、例えば、１μｍ～５μｍと
される。
【００６５】
　インキ絵柄層４として用いられる絵柄印刷層３は、木目模様、石目模様、各種抽象模様
の絵柄を印刷形成したものである。絵柄印刷層３は、一般的な絵柄印刷用のインキを用い
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て印刷あるいは塗工することで形成できる。インキは、バインダーと着色剤とからなる。
絵柄印刷層３の厚みは、例えば、１μｍ～３μｍとされる。
【００６６】
　インキ絵柄層４は、図１に示すようにベタ層２と絵柄印刷層３の両者から構成されてい
てもよいが、ベタ層２のみ、あるいは絵柄印刷層３のみから構成されていてもよい。ベタ
層２および絵柄印刷層３の形成は、グラビア印刷、オフセット印刷、フレキソ印刷、シル
クスクリーン印刷等の既知の手段を用いて形成することができる。インキ絵柄層４の形成
は、基材シート１の表面に、ベタ層２、絵柄印刷層３の順に設けられる。
【００６７】
　接着剤層５は、透明樹脂層６を積層するのに用いられる。接着剤層５としては、２液硬
化型のポリウレタン樹脂、エポキシ樹脂、ポリエステル樹脂などのドライラミネート接着
剤が好ましく用いられる。また上記方法以外にも、特に接着剤を用いずに、インキ絵柄層
４の表面に、透明樹脂層６を構成する樹脂を熔融押し出し塗工により、透明樹脂層６をシ
ート製膜と同時に積層する方法を用いてもよい。
【００６８】
　透明樹脂層６を構成する樹脂は、基材シート１を構成する樹脂と同種または異種の熱可
塑性樹脂であり、透明樹脂層６は、基材シート１と同様、カレンダー成形、熔融押し出し
成形等の常用の方法により形成される。透明樹脂層６の厚みは、例えば、５０μｍ～２０
０μｍとされる。
【００６９】
　透明樹脂層６を構成する熱可塑性樹脂には、基材シート１を構成する熱可塑性樹脂と同
様、必要に応じて、充填剤、発泡剤、難燃剤、滑剤、酸化防止剤、紫外線吸収剤、光安定
剤等の各種の添加剤が添加される。透明樹脂層６は、非着色の透明に形成されるが、必要
に応じて着色剤を添加して着色透明に形成することもできる。透明樹脂層６を構成する樹
脂としてオレフィン系樹脂を用いた場合には、基材シート１としてオレフィン系樹脂を用
いた場合と同様、表面に、コロナ放電処理、プラズマ処理、オゾン処理等の易接着処理を
施すことができる。また、透明樹脂層６の表面に、樹脂溶液を塗布してプライマー層７を
形成することもできる。プライマー層７の樹脂としては、アクリル、塩化ビニル－酢酸ビ
ニル共重合体、ポリエステル、ポリウレタン、塩素化ポリプロピレン、塩素化ポリエチレ
ン等が挙げられる。
【００７０】
　そして、プライマー層７の表面には、上記したように、カレンダー成形、熔融押し出し
成形等の常用の方法により最外表面を構成する層８である硬化性樹脂組成物の塗膜が形成
される。
【００７１】
　本発明の化粧シートは、表面に、エンボス加工が施されていてもよい。エンボス加工は
、常用の方法により形成される。例えば、最外表面を構成する層８を加熱軟化させた後、
所望の凹凸形状を有するエンボス板で加圧・賦形し、冷却固定することによりエンボスを
施すものである。エンボスの凹凸形状は、木目導管溝、石板表面凹凸、梨目、砂目、ヘア
ライン等である。
【００７２】
　さらに、図１の化粧シートは、基材シート１の裏面側に硬質のバッカー層９が積層され
ている。バッカー層９は、樹脂層の単独層、発泡樹脂からなる発泡層の単独層、樹脂層ま
たは発泡層に繊維層を積層したものが用いられる。バッカー層９の厚みは１～５ｍｍ程度
である。バッカー層９を備えることで、耐キャスター性・耐凹み性を化粧シートに容易に
付与することができる。
【００７３】
　バッカー層９の樹脂層に用いられる樹脂は、ポリプロピレン、ポリエチレン、エチレン
－酢酸ビニル共重合体、エチレン－アクリル酸エチル共重合体、エチレン－アクリル酸メ
チル共重合体等が挙げられる。これらは１種単独で用いてもよく、２種以上を併用しても
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よい。これらは塩素原子等のハロゲン原子を含まない樹脂である。また、上記樹脂中にシ
リカ、ガラスビーズ等の充填剤を添加しても良い。バッカー層９は、図１に示すように基
材シート１の裏面に直接積層してもよいが、接着剤層を介して積層してもよい。接着剤層
は、上記した接着剤層５と同様のものを用いることができる。
【００７４】
　以下、実施例により本発明をさらに詳しく説明するが、本発明はこれらの実施例に何ら
限定されるものではない。
【実施例】
【００７５】
　実施例および比較例で用いた配合成分は以下の通りである。（配合表１、２参照）
（１）フェノール性水酸基を有する非水溶性高分子よりなる抗アレルゲン剤
・丸善化学株式会社製「マルカリンカーＳ－２Ｐ」、（ポリ-４－ビニルフェノール）
（２）シリカ微粒子
・富士シリシア社製「サイロホービック７０２」（平均粒径４．１μｍ）
・富士シリシア社製「サイロホービック４００４」（平均粒径８．０μｍ）
・富士シリシア社製「サイリシア４３０」（平均粒径４．１μｍ）
・水澤化学社製「Ｐ－５２７」（平均粒径２μｍ）
・水澤化学社製「Ｐ－７８Ｆ」（平均粒径１８μｍ）
（３）
樹脂ビーズ
・ガンツ化成社製「ＧＭ-０４０１Ｓ」（平均粒径４μｍ）
・ガンツ化成社製「ＧＭ-０８０１Ｓ」（平均粒径８μｍ）
・ガンツ化成社製「ＧＭ-０２０１Ｓ」（平均粒径２μｍ）
・ガンツ化成社製「ＧＭ-２００１」（平均粒径２０μｍ）
ガラスビーズ
・プリズマライト社製「ミクロスフィアＰ２０１１ＳＬ」（平均粒径５μｍ）
・プリズマライト社製「ミクロスフィアＰ２０１５ＳＬ」（平均粒径９μｍ）
・ユニチカ社製「ＳＰＬ－３０」（平均粒径３０μｍ）
（４）オリゴマー樹脂
・日本合成化学社製「ＵＶ－７５５０Ｂ」ウレタンアクリレート
（５）反応性モノマー
・第一工業製薬社製「ＭＥ－３」メトキシトリエチレングリコールアクリレート
・第一工業製薬社製「Ｌ－Ｃ９Ａ」２個のメタアクリロイル基を有する脂肪族炭化水素モ
ノマー
・東亞合成社製「Ｍ－２２０」トリプロピレングリコールジアクリレート
・東亞合成社製「Ｍ－３１０」トリメチロールプロパンPO変性トリアクリレート
（６）光重合開始剤
・Ｃｉｂａ社製「ダロキュアＭＢＦ」メチルベンゾイルホルマート
　上記の配合成分を表１および表２に示す配合量（質量部）で配合し、均一に混合するこ
とにより硬化性樹脂組成物を調製した。
【００７６】
　この硬化性樹脂組成物を用いて、次の方法により化粧シートを作製した。厚さ８０μｍ
のオレフィン樹脂系の基材シートに、木目柄のインキ絵柄層、接着剤層、透明樹脂層を順
次設けた。次いで、最外表面にトップコート層として、上記を配合して調製した硬化性樹
脂組成物をリバースロールコートにて塗工した。その後、紫外線照射もしくは電子線照射
を行い硬化反応させた。
【００７７】
　紫外線照射は、空気中、１２０ｍＷ/ｃｍ、３５０ｍｊ/ｃｍ２で行った。電子線照射は
、上記配合より、光重合開始剤を添加せずに配合を実施し、窒素雰囲気下中、１５０ｋｖ
、５０ｋＧｙで行った。
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　このようにして得られた実施例および比較例の化粧シートについて、下記のとおり、塗
膜厚さの測定と評価を行った。
[塗膜厚さ]
　化粧シートの断面を切断し、化粧シートの最表面に配設された層の塗膜厚さを走査線電
子顕微鏡（ＳＥＭ）により測定した。
[抗アレルゲン性能]
　予め調製したダニ抗原（アサヒビール（株）製、精製ダニ抗原Ｄｅｒｆ２）の水溶液０
．４ｍｌを化粧シートの塗膜に滴下した（初期濃度３３．３ｎｇ/ｍｌ）。６時間後、化
粧シート上のダニ抗原液を回収し、ＥＬＩＳＡキット（ＩＮＤＯＯＲ社製）でダニアレル
ゲン不活化率を測定した。測定結果に基づき下記の基準により抗アレルゲン性能を評価し
た。
○：初期のダニ抗原濃度に比較して、６時間後にダニ抗原濃度の不活化率が８０％以上低
下した。
×：初期のダニ抗原濃度に比較して、６時間後にダニ抗原濃度の不活化率が８０％以上低
下しなかった。
[耐傷性]
　スチールウール＃００００を荷重３００ｇ/ｃｍ２で２０往復擦ったときの外観艶変化
を評価した。
○：著しい艶変化なし
×：著しい艶変化あり
[耐ブロッキング性]
　化粧シートを水平台上に複数枚を同じ向きで重ねた上から、５ｋｇ/ｃｍ２の荷重を４
０℃にて４８時間加えた後、重ねた化粧シートを剥がしたときにブロッキングが起きたか
否かで評価した。
○：ブロッキングが全くない場合
×：ブロッキングがある場合
[耐汚染性]
（耐アルカリ性試験）
　化粧シートの塗膜に１％炭酸ナトリウム水溶液を滴下し、水分が蒸発しないように時計
皿を被せて２４時間保持した。２４時間後、水洗いし、外観状態より下記の基準により評
価した。
○：外観異常なし
×：塗膜に白化あり
（耐酸性試験）
　化粧シートの塗膜に５％酢酸水溶液を滴下し、水分が蒸発しないように時計皿を被せて
２４時間保持した。２４時間後、水洗いし、外観状態より下記の基準により評価した。
○：外観異常なし
×：塗膜に白化あり
　評価結果を表１および表２に示す。
【００７９】
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【表２】

【００８０】
　表１より、実施例１～８の化粧シートは、抗アレルゲン性能、耐傷性、耐ブロッキング
性、耐汚染性が優れることが確認された。一方、表２より、比較例１～６、１１の化粧シ
ートは、平均粒径３μｍ以上１０μｍ以下のシリカ微粒子、または平均粒径３μｍ以上１
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５μｍ以下のビーズを含有していないので、抗アレルゲン性能、耐傷性、耐ブロッキング
性すべてを満足するものではなかった。比較例７～８の化粧シートは、抗アレルゲン剤の
含有量が、シリカ微粒子とビーズの合計量に対して質量比で０．２以上３．０以下でない
ので、抗アレルゲン性能、耐傷性、耐ブロッキング性すべてを満足するものではなかった
。また、比較例９～１０の化粧シートは、塗膜厚さが５μｍ以上１５μｍ以下でないので
、抗アレルゲン性能、耐傷性、耐ブロッキング性すべてを満足するものではなかった。な
お、耐汚染性（耐アルカリ性試験、耐酸性試験）については、実施例１～８および比較例
１～１１の化粧シートのすべてにおいて、塗膜に白化が見られなかった。
【符号の説明】
【００８１】
１　基材シート
８　最外表面を構成する層
１０　機能層

【図１】
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